
Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

地域安全学会論文集 No．5，2003．11

FC・IDEFOに よ る災害応急対策の 標準化手法の 開発

　　　　一 事例研究 ：神戸市地域防災計画 一

　　　　　　　　Development　of 　Evaluation　Proeedure
for　the　Stan（lardization　of 　Emergency　Response　Plan　Usilg　FC −n）EFO
　　　　　　　　　　　　−Kobe　City　Case　StUdy一

田 口 尋子
1

， 林 春男
2

Hiroko　TAGUCHIi 　and 　Haruo　HAYASHI2

1 株 式会 祉 ピーコ ン イ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン テ ク ノ ロ ジー

　　 Beacon　lnformation　Techn。葦。gy　lnc．
2 京都 大学 防災研究所

　　 Disaster　Prevention　Research　lnstitute，　Kyoto　University

　 This　study 」as　a　case 　study 　of　the 爬 gional　disaster　management 　plan　of 　Kobc 　city」fbcused　on 　improving　the
service 　quality　of 　how　10eal　governrnentS　shou 且d 血nction 　during　the帥 d　of 飆 町 憫 ponsこ 顎 is障 r

aims 　to　develop　a　s重anda 繭 zed 　p巾Dcedure 　fbr　emergeney 　management 　response 　by捻king　the　fbnowi廳g　three
steps ：1）Construction　ef 止e　database　fbr　eme   ency 　management 　manuals 　ofKobe 　cit》〜2）Evalua縅on 　ofda 重abase

by 吐he　disaster　management 　section 　personnel　of　Kobe 　city
，
　and 　3）Flow¢ hart　analysis 　ofgeneTalization 　in　the　Plan．

It　was 　shown 　in伽 s　study 　tha龜app 且ying　bo由 me 廿lod 馬 IDEFO　and 　fiowcharちachieved 　the　goa且s　to　contain 　all　the
飴ctors　and 　compon 巳nts　requind　in　describing　the　aotivities　during　the　disaster　respOnse．

砌 肋 癇 脚 910η0 ’disaster　managemen ’ρ勧 ，　disaster　management 〃 annats ，π）EPV，，t70wehart
　　　　　 analysis ，

1．は じめに

（1） IDEFO手 法 を用 いた 災 害対 応業務の モ デ ル 化

　我が 国で は，災害対応を含め る
一

連 の 災害応急対策を

規定する もの と して ，各 自治体に よ り地域 防 災 計画 が策

定されて い る。東海 ・東南海 ・南海 地 震に対す る関心 が

高ま るなか ，特 に，東海 地 震 の 地震 防 災 対策強 化地 域 と

して 指定され た 自治 体 の 多 くは，地域防災計画の 策定見

直 しあ る い は そ の 強 化を遂行する 必 要性 に迫 られ て い る。
しか し，現行の 地域防災計画に つ い て は ， さまざまな問

題 点 が 指摘 され てお り，見直 し業 務 を 行 うに あた っ て の

課題 も多い。
　たとえば，植 田 ・林 （1999） 1）は，現行 の 地域防災計

画 に 関す る4つ の 問題 を指摘 して い る 。 まず，  各業務に

関す る匏 述の 相互 関係 が不 明 瞭 で あ る こ と，  記述の 精

粗 が 統
一

され て い な い こ と，   各 欒 務の 流れ が分か りに

くい こ と，  計画 の 策定 ・更 新 ・修 正 業 務 に 多大 な 労 力

を要 す る こ と，などで あ る。

　以上の よ うな地 域防災計画 の 問題 を 解決す る べ く，田

口 ・林 （2002）2v
は，業務分 析手 法 の IDEFO 手 法 を用 い た

災害対応マ ＝ ユ アル の モ デル 化 研 究 を行 っ た。IDEFO手 法
⊃》

とは，機密情報 保 護 の 基 準 で あ る連 邦 情報処 理 規格

（Federa1　lnformation　Processing　Staridards，　FIPS）且83として

基本要素

3

階層構造

　　　　　　　　 図 1　 1DEFO手法
3｝

標準化され た機能 モ デル リン グ手法 で あ る （戸 田 他，
1998） 。 同研 究 に よ る成果 は，現行 の 神戸 市地 域防災 計

画 防 災 対 応マ ＝ ＝ L ア ル を事例 と し て，情報処理 伝達に 関
す る4マ ニ ュ ア ル に 示 され た 各 部 局 に お け る業務の 相互

関 係 等 を明 確 化 した こ とで あ る。そ して ， 災害 対 応 マ ニ

ュ ア ル の 標準駝述形 式 と して，IDEFO手法が 活用可能 で あ

る こ と を示 した 。 こ の 研究か ら ， 個 々 の 災害対応業務に

お け る処 理 を 単位 と して ，業務遂行 に 必 要 な入 力情報 や

・　203 一
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資源，処 理の 制約 条 件 ，出力
情報・ もの等 に つい て

ら か にされた。IDEFO 手 法 の 原則とし て ，処 理は ひ と

の 動 詞から 成 る。同手 法を 用い たモ デル化から， 業

活動 の 中 で最 低限行 う べき 具 体的 な 動 作（処 理 ） と

それに関 連 する情報 等の明 確化が可 能 になる。その他 ID
O 手法 で

は， ボ
ックス・ア ロ ーと 階層 構造 （図1 ）と

う簡 潔 な表 現 により， 寄 業務の全体 像
か

ら詳 細まで

一元的に 表 現 し ，論理的 な 不 整合 を排除 する ことが

能 で あ っ た 。こ れによっ て，地 域防災計 画の問題 

記述 の 糖粗 が 解 決
さ れたといえる。一方で ，  条 件

岐，   開始・ 終了条 件 や，   時 系列的 な袈現が困難であ る

いうIDEFO 手法 に 由来

る問題点 も指摘 さ れた 。 　 本 稿 に おける モデル化と
，

文番 としての 災 害対 応を 一 定 の標 準記 述 形 式 に あ

はめ る ことを さ す 。記述 の規 則
に

従い．能力の 個人

に因 らない一 元 的 な 解 釈が実 現 さ れる。 またモデル

し て 対 応業 務を可視化し， 欠 如 事 象 等 の問 題 点を 浮

彫 り にで きる。 このよう にモ デル 化 を 通 し て 災害 対

業務 の 分析を行 い，改善策の提 案 や 共 通 性 の 解 明，

務支援 を 目指す こと

， 本稿では
標
準化 と呼ぷ こと にする。   ln

．dent （め   a 屑 System の概念 　アメ リカ 合衆国連邦危機

理庁｛Federal 　EmergencyMariagement 　Agency
FEMA ） （ 20 〔n ） 4 ， によれば，インシ デント ・コマンド・システム（lnci

nt　Oomrnand 　Systerrt ： ICS
は ， 緊 急時にお ける 対応の本質 的な仕 組 みを示レ い

なる災 害およ び緊 急 事 態 に も 適 用可 能な組織 体 系 の

築を目指すも ので ある 。 本来これは ，消 防によ る 消 火

  ｮ を対 象 にした 組織 の統一形態で あった 。そ の 後 この

形 態が発展し， い かなる 緊急事 態に も 柔

に対 応 できる よう な組織 体 系 の基盤 が 標 準 化 され た

　図2 は ，イン シ デ ント・コ マン ド ・ システム の 概

図 で ある 。 図から分かるように，同シス テム は ，次 の 5 つ の機能か

成る（ FEMA ， 2002 ） ．．まず 最上位の Comm
d ： 司令 塔 は ， 活 動 の方 針を定 め て全体の組織体制を統括 す

髢  р  ﾊ た す 。他の4機能は それ ぞ れ ， Operatien

災 害対応現場での業 務，Pl 田醐ng 川鵬晦  cc ：情 報収 集伝 達，LOgiSties

後 方支援，　 Finance ’ Administrat
n：資 金 調 達 ・ 管理 ，で ある。 こ れ らの4 機能は ，司

塔の下 位 に 位

づ け られ ，その指示 ・命令に 従って 業 務 を遂 行す る 。

｛3 ）研究の目的 本 研究では，現 行の神戸市地域防

計 画 に 含まれる 災 害 応 急 対 応 計 画 全 体を取 り上 げる。
市 地域防災計画 を 事 例とし て，災 害 対 応 マニュ アル

電子的管理を含 め た ， 災 害応
急 対 策の 標準化の確立

目指 す。そ こで 本
研究で は，   災害対応マニュア ル

データ ベ ース化 ，  災害対 志 従事 者の現場 ニ ー ズ の把握 ，

各 局に おけ る業 務 の 相 互 遮 関 の 明確 化とlDEFO

法 と の 関 係 ，について 検討す る こと を 目的 と する。

の際 にイ
シデン ト・ コマ ンド。 シ ステムの概念を 適 用し，その組織 体系

基 づ い た検 討 を 行 う。 　 本 研 究 の分析は，田口

林 （ 2002 ）によ るSDEFO モ デル の研究成果を

まえるものである c そこで ， 同研 究にお いて 提 起 され
， 以 下の2 つ を 考 慮に入れ て分 祈 を行う。 第

一に ，

務者 に対 す るヒア リング 調査 の必要性 で あ る。 これ は ， 実

の 災 害 対応に携わる 自治 体職員 のニーズを 把握・反

した手法とす るこ と， 第二 に ， IDEFO 手 法の課 題 で

る条件分岐 や開始。終 了 条 件 ， 時 系 列的な表現

を ，本 研究の分析に組 み入れ ること，の2 つを 課 題 とする

2 ． 神 戸 市 ・ 防災 対 応マニュァルの 電子 的管理 　

口 ・ 林
（2002 ）の 研 究で は ， 全 36 あ る 神 戸 市 ・防

対応マニュ ア ル の う ち ， 情 報 収集伝達に関わ る4 マ ニュア

汲 ﾌ デ ー
タベー

ス化 が なさ
てい る。そこで 以下 では， そ の他の 32 マニ ュ アルについ て

IDEFO モデ ルか らデー タ ベ ー ス化 〔 1 ，を行った 。

　 表i ・fl か ら 表レ c は ， 本 研 究に お いて作 成した デ

タ ベ ー ステーブル属 性を 示 すも のであ る 。 は じめに ， 表

|c に示 す 「 テ ーブル 属性 ： モデ ルの各 要 素j で は

ﾐ 窖対応マ ニュ ア ル のn ）EFO モデルに 反 映 され

全 ての 業 務マ ニ ュ ア ル 名， ダ
イ アグラム，ア ク ティ

テ ィ、ア ロ ー等の情 報 が定義 さ れる 。 こ こ で定 義 された
報 は ，他のア クテ ィ ビティ やアロー， ダ イ ア グ ラム ， 応

対 応内 容
に関連 する全 ての テーブル 属

性
に 引き継が

る。 つ ま り， 表 1 ・c の DEFO の各 要 棄に着 目 す

ば ， 階層 構造に お けるア ク テ ィビテ ィ ・ダ イ ア グラ

の 親子関 係 ， アロ ー の 流 れを追 跡す るこ と が

能と な っ てい る 。 ま た ， 修 正・更 新を し た場合 には

別 の テーブルの 中で， 属 性 をダ イ ア グ ラ ム の 修 正 番

とし

て， そ の作業 履 歴 が格納 される。 　 文書 と しての マニ

アル は ，そ れ ぞ れ の記 述法 が 異 な る こ と ，業務 の 階

性が不明瞭であ

こと等
の
理由 に よ り ， 一元 的な解釈 が で き ない。IDEFO モ
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fi　1−a デー
タベー

ス
・テーブル属性 表 1−o データペ ース ・テーブル属性

一
　フル

毒
iA◎

’
　 Pool

ヨアクティ　ティ■
1リス ト

一
　 7 ル

≡A剛 囁n 　　　 …モテル の
iEbm酬 　　　i素

フ ール ド … …湘ULL ≡ フ
ー

ル 量　　　　　　　 …剛 L 　　　　≡ 明

lD ≡ … 可 … ロジ＝ 　 　レ ’ ジトlp ’
  ヒの ：　 　　　　　 …不　　　 　　≡ ロ ジェ ト〔レ’・ジ lD

A6 甑》itH 魯 麗 冨　 型 ≡不可 iアクティヒティの 撫 …　 型 　　 　 3 質　 　　 　 齧 素の

Ao断轍 y … ≡ … 縄amoi 　 冽 　　 坏 司　　 1 ロ ジヱクト

Do80
”

◎n
．
…文字列 i可

■
；ア クティビテ の 脱朗 ≡　　　　　　　 …　　　　　　　 ：　　　　　　　　　　　　　　．戸 　　　　　マ ニ ュ ア

裘 1−b データベ ー
ス

・テーブル属性

1　　　　　　 …

≡　　　　　　　　 ≡
：　 　 　　 　 　 　　 i
三　　 　　 　　 　 1
…　　　　　　　　 ：
…　　　　　　　　 i

iル 、アクティビティ、コン セプ

iト、モ デル ．ダイアグラム 、
汐イアグラム に登 珊するア

iクティピティ．ABC コ ス ト、ア
… 言モ 7 ル に用 い 了　 o 1文 寧列　　　 1不可 iローの 利用一一ブル 3A ◎価

畠
　 u 附 ヨたアクテ ビ Cro館 言 字罰　　　 河 　　　　　i 一

サ
ー

フ
ー

ル … ：NU しL … Dato　Oroat6d
’
日 ！　　 　 1不可　　 　　3 日

D … i不可 iD｛
一

　 　ン’
一 D幽 Mo己旧o雌 日 ！　 型 　 河 　 　　 　　象 正 　　 臼’

o戯 D 斈 …不 可 … 囗 ジ＝ ト（レ鵬ジトリ）lD

…A6 嫡ΨiヒyU8 臼

  翼

矗
搬 駿 型

…
≡不可

…　　 イア　ラム に

iア クティビ
旧

の番 号 表 2　実務者か らの要 望
0 繍 匡 ； … iア ティヒティの
Ac 鯆

’
　 Ho 異 ≡靈数型

：
不可 …イア グラム ：

ut 　Co魑 nt
：
≡整致型

…
≡可

≡　 アクティ テ ’ックス の
iインブツトアローの 本敷

回匸FO
描圈規則

の i　 　
・
　 　 ， 、

　iアクティピ子イボックス の 配殴は、時系列 か

Co 調trd　C 。 蹴 i整数型
… …

i不 可

…　 ア クテイ テイ・ ・ツクス の

iコン トロール ア ロ
ー

の 本数 i。 R鰕 記は聴 るか

≡階層区 別 の 断 基 　惇あるか

u 恵 Cou 脆 …
…
　 数型

…
：
不可

≡　 ア クティ　ティ’・ッ スの，
ぴ ウトプットァ ロ ーの 本数

匸DEFO モ テル ：

の作虞
　　 に 　　　 　 ・　 は の らいか．
｝実務に あるは ずの アクティビティボックス がモ デル に ない 場合は ．

Mochmi   ≡ … ≡ ア ティ ティ ・ックス の
馳 　 　 　 　圃 に　か 　て い ない し　よい か

Co凵醜 撮 数
．
i不可 iメカニ ズ厶アロ

ー
の 本数 に

’1i 紙蝶体か ．竃子　 か
… … i各アクティ ティボックスカ 活用接 ≡
： ≡ i登場するダイアグラ厶 の 親Ow醐 呂

Di　 mH 脳 i　 型
≡
i不可 iダイア グラム の 番号

マ ニ ュ アル の 1
楕亙腸係

　　　　　　るた　にl
i複数に絡む鷭豬はどう優現されているか

よいか

Nod6　Numbor　3
…
　 数型

…
≡不可 ：の

iアクティ ティ ・ックス

　 　 1
i奪門

・
担当粟務のみ でなく、全体を纏括する立場の人 が全 体の

：
　 　　 鯉することは可 　か

れ た こ とに よ っ て ， 他 の 災害対 応 マ ニ ュ ア ル との 比 較が

可 能 に な る と考 え られ る 。 災害 対 応 の 標 準 化を 目指 す上

で，今後他 の マ ニ ュ ア ル との 比較検証 は 欠 くこ とが で き

な い だ ろ う。災害に よ る被害は 地 域特 性 を反 映 して 異な

る様相を呈 する。無論，そ う した 被害へ の 対 応 に つ い て

も同様 で あ る。比 較 検 証 か ら地域特有の 問題 お よび そ の

施策 を明 らか にす る と ともに，あ らゆ る災害対応に 共通

す る フ ロ
ーを帰納 的 に 導き出す こ とが で きるだ ろ う。

3 ．ユ
ーザニ ーズの 把握

（1｝神戸市 職員に対す る ヒア リン グ瀰査 1

　本 研 究 で は ，よ り実瞭の 災害対 応活 動 に 即 す る手 法 を

提 案す る賦み として，災睿対 応 の 実務者に対するヒ ア リ
ン グ調査を行っ た。本 ヒ ア リン グ嬲 査 は，神戸市危機管

理室職員 8名の 協力 を得 て 行 っ た 。 協力者 8名 は，田 ロ ・

林 （2002 ） の ヒ ア リン グ調 査 参加 者 と 同
一

で あっ た 。鯛

査実施 期 間は ． 2002年 10月 1 日 と し，14時か ら 17時ま

で の 3 時間 で あっ た 。

　 本調 査 で は ， 全 36 マ ニ ュ ア ル の うち，災害対 策本部設

置に 関す るマ ニ ュ ア ル を対象と し た。マ ニ ュ ア ル は，区

本部設置に関する もの を含めて ， 合計 5 つ で あ るe 具体

的には，「応急対応内容 ； 災害対策本部設置 （神戸 市防災

会議，2002）6）j に含 まれ る，神戸市災害対策本部設 置 運

営マ ニ ＝ ア ル ，区本部設置運 営マ ニ ュ ア ル
， 庁舎安全確

保マ ニ ュア ル ，区庁舎 の 安全確保 マ ニ ュ ア ル ， 職員応援
マ ニ ュ ア ル ，で あ る。本 ヒ ア リン グ調 査 は，地 域防災 計

画 の 業 務 フ ロ ーを 同 定す るた め に作 成 した IDEFO モ デ ル

を共通雪語とし て 実施 した。
　は じ め に，ヒ ア リン グ調査 の 目的と趣旨を述べ た 後，
モ デル の 解釈 ・描画 に必 要 とな る IDEFO 手 法の 基礎知 識
を教示 した 。教 示 方 法 と して は ，基礎知 識 に 関す る簡単

な講義 と ， 実際 の 神 戸 市マ ニ ュ ア ル を例に示 した IDEFO
モ デル の 説 明 を行 っ た 。 講義及 び 説 明 の 時間 は，14 時か

ら 15時 まで の 1時 問 と した。そ の 後，IDEFO 手法 に関す

る 質問とモ デル に対 す る評価 を受け，よ り手 法 へ の 理 解

が 深 ま る よ うに 心 がけ た。

（2〕調査 結果 ・考察

　表 2 は ，神 戸 市危機 管理 室 職 員か ら受け た質問 と ，
モ

デル に対する評価を内 容別 に まとめたもの で ある。内容

は，  IDEFO 手 法 の 描画 規則，  モ デ ル 作成に 際 して の

課 題 ，   実 務に お ける活用法，  各マ ニ ュ アル の 相互 関
係，とい う4 つ に 分類 す る こ とが で き た。
　まず，  IDEFO手 法 の 描画 規則に 関して は，時系列 的

な描画 に なっ て い る か，条件分岐の 表示 は 可能 か ， 階層
の判断 に 基準が あるか，などがあっ た 。 これ らは，田 口 ・
林 （2002）に よっ て も指摘され て い る ，

「表現手 法として
の IDEFO 手法の 問題点亅に一致 す る もの で あっ た。次に，
  モ デ ル 作成に 際 して の 課題 で は、モ デル 化は 実務者以
外 の 者 に よ っ て も可能か，作成に要 す る時間

・
労力は ど

れ く らい か，業務の 種 類 に よっ て モ デ ル の 書き易さは異

な る か ， などが あっ た。続い て ，   実務 におけ る IDEFe
モ デル の 活用法 につ い ては ， 実 際の 災害対応で は マ ニ ュ

ア ル の よ うに 紙を媒体 と して 参 照す る の か，ある い は コ

ン ビ ＝
・一タ上 で 操作す る もの か，とい う質問 が あ っ た。

そ の 他，各担 当局 との 協 力 闃係 を明確 に す るた め に ， 災

害対応全体の 俯瞰図 が ほ しい とい う要 望 も明 らか に なっ

た 。 本調査の 結果，時系列 の流れ ， 条件分岐 （OR ）の 表
記 が反 映 された 手 法に対 す る 実 務者の ニ ーズ が 示 され た 。

ま た，対応全体像を俯瞰 した い とい うニ ーズ に つ い て も
明らか にす る こ とが で きた。これ らに 対 す る 解決策とし

て ， 本研 究で は 情報処理 用 流れ 図 を用 い た分析 の 有効 性

を検討 す る。

4 ．災窖対応 マ ニ ュ ア ル の 統合

（1） 情報処理 用流 れ 図

　災害対 応 が
一

連 の 問題 解決 過 程 で あ る とい う観点に 立

て ぱ，問題 の あ りか を業務の 中で 具体 的 に把握する こ と，
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図 3　情報処理 用流れ 図 図記号 8｝

そ して 全 体像 にお け る そ の 位置付 け と時間 的な前後関

係 ・相互 の 関連性を明 確化す る 重要性 は言 うま で も無 い 。
なぜな ら，ある 問題は ，別の 問題 と複雑 に絡 み，ひ とつ

を解決す るの み で は真 の 問題解決に は結び つ か ない か ら

で あ る 。 また ， 時 間の 経 過 を考慮 しな けれ ぱ，流動的な

状況 に お ける 問題の 変化 を見 逃す危 険性 が あ るだ ろ う。

　本研究で は，上記 の 箏項 に 考慮を払い ，神戸市地 域防

災計画総括 （震災対策編）の 全 11計画
71

に っ い て，情報処

理 用 流れ 図 （フ ロ ーチ ャ
ート，Flowchart；　FC）に よる分析

を行 っ た 。 情報 処 理 用 流れ 図 は，口 本工 業標準調査会
t，

に よっ て 日本工 業規格JISXO120 ・且986と して標 準化 され

てい る。図3は，情報処理用流れ図 として 規定 され てい る

図記号で あ る。

　本研究に おい て 情報処 理用 流れ図を採用 した理 由 と し

て，次の 3つ が挙げられ る。 まず ， 意思決 定場面で 必要 と

され る判 断 ・条件分 岐を図 示 で きる こ と，次に ，対 応 の

前後 関 係 を 明示 で き る こ と，そ して 3つ め と して ，定義 済

み 処理 とIDEFOモ デル の 関係付けが 可能と考 え られ る こ

とが 挙げられ る 。 さ らに，本研究で は ， 部門 連係 フ ロ ー

チャ
ー

トの 採用に より，災害対応活動に お ける各業務担

当局 の 相互 関係をとらえる こ とに した 、

　 田 口 ・林 （2002｝の 研究で は ， 災害対 応 マ ニ ＝ ア ル の

標準化手法 として
， 従来か ら指摘 され て い た IDEFO手法 の

問題 が明らか に され て い る。 そ の 問題 とは，判断等の 条

件お よび その 分岐，並 列的 ・動 的 な 業務 プ ロ セ ス の 厳 密

な 表現 を行 えない とい うことで あ る。
　そ こで本研 究で は ，

これ らの IDEFO 手法の 短所 を補完す

るた め に，情報処 理用 流れ 図 の 部 門 連係フ ロ
ーチ ャ

ート

を採用 す る こ とに した 。 部 門連 係 フ ロ ーチ ャ
ートとは，

部門単位の 懽報 の 流れに着 目し，縦横的 な各部 門の 関係

を明 示 す る もの で あ る。本研 究 で は，縦方 向の 部 門 連係

フ ロ
ーチ ャ

ートを 用 い て ，災害対応 の 全体像 を 明 らか に

す る こ とを 念頭 に入 れ，分 析 を行 っ た。

（2｝デー
タ収集方法

本研 究 の データ収集に あたっ て，京都大学大学院工学研

究科講義の 受講生 9名の 協力を得た。データ収集は，2002
年 10月 30 日 ， ll月 6 日の 2 回の 講義 （合計 3時間）を

通 して 行 っ た。
　まず，情報処 理 用 流 れ 図の 墓本図記号に 関す る説明 を

行 っ た。そ の 後，例題 と し て 「倒れ て い る人 を発 見 した

ときの 対処法」 に関す る講義 を行い ， 文 章 か ら流れ 図 を

作成す る手続 き にっ い て解 説 を行 っ た 。 最終 的 な課 題の

提 出期限は ， 且0 月 30 日の 講義か ら 1週間後の 11月 5 日

と し，11月 6 日 の 講義の 中で 各課 題 にっ い て 発表 す る形

式をとっ た。なお，今回 の データ収集で は ， 各計画 につ

い て 1 つ の モ デル を得て ， その 後イ ン シ デ ン ト・コ マ ン

ド・シ ス テ ム の 概念に基づ い て統括す る形式を採用 した。
　神戸市地域防災計画 で は ，災害応急対 策の 特徴 と して，
災害対策本部本部員 会議 ・本部連絡調 整会議 ・防 災 連絡

会議 等 に おい て，活 動方 針等が 決 定 され て い る ．
つ ま り，

司 令塔 の 機 能 は ， これ らの 各種会議 が 有す る機能に
一
致

す る 。 また，資 金調 達 ・管 理 に 閲 す る 項 目 は 設け ら れ て

い なか っ た 。 そ こ で ， 本研究で は，上 記の イ ン シ デン ト ・
コ マ ン ド・シ ス テ ム に よる 5 っ の 機能分類 を適用 して ，
災害対応現場の 業務，惰報収集伝達 。

ロ ジス テ ィ ク ス
，

の 3機能の 業務体系 を記 述す る こ と と した 。

（3）神戸市地域防災計画総括の 可視 化

　以 下で は，情報処理 用流れ図を用い て、神戸 市地域防

災計画総括 （震災対策編） の 愚 デル 化 の 結果お よび そ の

分析 に つ い て報告す る．

　 は じめに，流れ図 に よる分析結果 を、図4−a，図4・bお よ

び 図4−cl ， 図牛 c2に示 す。 なお 先述 の とお り ， 本研 究 で は ，

災害応急対策の モ デル 化に あたっ て ，ア メ リカ ・連邦危

機 管理 庁に よ る イ ン シ デ ン ト・コ マ ン ド・シ ス テ ム の 概

念を適用 して い る。図4aはPlanning　t　Intelligenoe： 情報収

集伝達機能を ， 図4・bはLogiStics　：ロ ジ ス テ ィ ク ス 機能を ，

そ して図4¢ 1，図4c・2はOperation：オペ レ ーシ ョ ン 機 能 を，
そ れ ぞ れ示 し て い る。Operation： 災害対応現場 の 業務に

関す る機能は，さま ざま な災 眷対 応 業務 を含む も の で あ

る。 本稿で は ， 紙 面 の 都合 ， Operation部門 の 規模 の 紹 介

に 留め，そ の
一部 を図4c−1と図 4c・2に示す こ ととす る。

　 図3の 記 号定義 か ら分 か る よ うに，情報 処理 用 流れ 図 の

定義済み処理は，サ ブル
ー

チン などを表 してい る。 日 本

工 業標準調 査会で は ， 定義済み処理 を f別の 場所で 定 義

され た一つ 以 上の 演算又 は命令群 か ら な る 処理 を表す

（19S6 ）亅 と限 定 し て い る。す な わ ち，定義済み処理 は，
複数の 処理 が 集 ま っ て 階層 を構成する 業務活 動 で あ る と

い える 。 言 い 換 え るならば，定義済み 処 理 とは ．
マ ニ ュ

ア ル 作成を要す る業務活動で あるとい えるだ ろう。

　 実際 に ， 神 戸 市 地域防災計画 総括か ら作成 した情報処

理 用 流れ 図の モ デ ル と防災対 応マ ニ ュ ア ル の IDEFOモ デ

ル を照 ら し合 わせ る と， 定義済 み処 理 記 号 とIDEFO モ デル

に 示 され た最上位 トッ プ ダイア グラム （コ ン テ クス トダ

イ ア グラ ム ）が
一

致する こ とが 明 らか に なっ た。なお，
図 4−a，図 4−bの 2つ の 図 中で は，防災対応マ ニ ュ ア ル の

IDEFO モ デル との 関連 を，通 し番 号 に よ り明示 し て い る。

｛4） 考察
　図4−aお よび 図 4−bh・ら分か る よ うに ， 流れ 図 を用い た分

析か ら，以下 に 示 す2っ の 問題点 が 指摘 で きた 。
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表 3　FC−−1D日：O の長所 ・短所

一
　 lili

1瓠腱 膳π ｝デヤ「 宀

伽 燃 ゑ  〃 鰓 鞭 επ ≡

Zo9贓 α

の   加 π

i
目

口
　 　 自

」 口 己
o

ロ 1

P 自
8

自

　
口

雷

ii）肝 η f テ％
1

DEFO 手法
所 所

構造化

階層性

資源
・
制約条件の 整理

数値化

ルーチン 業務の 明確化

図式 になじむの に要 する時間

資源 の代替性 の豪現 が不明確

条件分岐の 明示 不得意

各局 の横 断的な関係が 不明確

理 フ囗一チ 　 　ト

長所

構造化

概 観の 明確化

条件分 岐の明示

前 後閨係の 明示

　局の 協力 係 の 明示　1

図式になじむのに璽する時闘

粟務に必要な資源等の群細 不明

ル
ー

チン 業務の 表現 には不向き

図 5FC −IDEFOの 関係図

　第
一

に，定義済み 処 理 で表 現 され て い な が ら防 災対 応

マ ニ ュ ア ル に は 含まれ な い 業務 が 数多 くみ られ た 。 具 体

的に は，緊急津波対策，石 油 コ ン ビ ナート等特別 防災 区

域の 災害防御，被災建築物応急危険度判定シ ス テ ム ，被

災 住宅 の 応急修 理，日常生 活に 支障 を及 ぼす住宅障害物

の 除去，緊急保全措置，災害公 営住宅 の 建設，応急仮設

住宅 入居者 の 住宅入居者の 地域 で の 見守 り活 動な どで あ

る 。 これ らの 業務 は階層性をもつ もの で あ り，本来な ら

ば業 務 マ ニ ュ ア ル が定め られ るべ き活 動 で あ る。こ の こ

とか ら ， 今後の 地 域防 災針 画 見 直 し業 務 の
一
環 と して 、

上記 の 活 動 に 関 して マ ニ ュ ア ル を 定め る こ とを提 案 した

い。
　第二 に，神戸 市地 域防災計画 で は，業務活 動 の 終了 条

件が明 示 され て い ない こ とが 分 か っ た。流れ 図 を 用 い た

分析 か ら，どの 条件を満たせ ば業務を終 了す る か とい う

判 断 の 欠 如 が 明 らか にな っ た 。 活 動 の 終 了 を決 定す る 判

断 墓準 を，あ らか じめ地域防 災計 画 に お い て 設定 す る べ

きで あ ろ う。

　田 口 ・林 （2eo2 〕 に よ る災害対応マ ニ ＝ ア ル の IDEFO
モ デル で は ， 個 々 の 業務 活動 に構造性 と階層性 を もた せ

る こ とに成功 して い る。 IDEFO手 法 は，ひ とつ ひ とつ の 処

理 に対す る必 要 資源や制約条件等を整理 するの に優 れ て

い た。一
方，本研究における成果 ；情報処理 用 流れ 図 の

部門連係 フ ロ ーチ ャ
ートモ デル で は ， 災 害対応 の 全体像

の 中に，IDEFeモ デル に示される個々 の 業務を位 置付 け る

こ とが で きた 。 また ， 各局の 協力関係や重要 な意思決定

場 面の 条件分岐を明確 に示 して お り，全体を統括す る立

場 に あ る職員 の 災害応 急 対 策 の 俯瞰図 と して の 役 割 を果

たす と考え られ る 。 2つ の 手法の 闃係 を示 した もの が，図

sで あ る。両手 法は ，流れ 図の 定義済み処理 を介 して 関連

付 け て い る。イ ン シデン ト・
コ マ ン ド・

シ ス テ ム の 機能

にあ た る 司令 塔 で は，災害 対 応 の 全 体 像 を部門連係 フ ロ

ーチ ャ
ートに よ っ て ， よ り現場 に近い 対応業務 の 担当各

局 で はIDEFOモ デル に よっ て、それ ぞ れ の 職位 に 応 じた把

握すべ き内容を網羅するこ と がで きる と考え られ る。本

研 究で は ， 図5に 示 した2つ の 手 法 の 併用 を、実務者ニ
ー

ズ に も応え得 る 災害応急 対策の 標 準化 手 法 と して 提 案 し

た い。

5 ．神戸市職員に 対するヒ ア リン グ調査 2

　さらに 本研究で は，先述の 情報処理 用 流れ 図 の 分 析結

果 を用 い て ，神 戸 市危 機管理 室職 員 に対 す るフ ィ
ードバ

ッ ク と して ，再度 ヒ ア リン グ調 査 を実施 した。こ の ヒ ア

リ ン グ調 査 の 実施 期 間 は g2003
　4 　3 月 10 日，

！4 時か ら

18時ま で の 4 時間 と した 。 本調 査で は ， 神戸市危機管理

室職 員 の 8名 の 協 力 を得 た 。 調 査協 力者 の うち，1名 を除

く残 り 7 名は ， 2002年 10月 1 日の 躙査協力者 と同 じで あ

っ た 。 調 査 に は ，本研 究 の 成果の ひ とっ ；神 戸市 地 域 防

災 計 画総括 応 急対応計画の 情報処 理用流れ図 （部門連係

フ ロ
ーチ ャ

ート》 を用 い た。流れ図は ，そ れ ぞれ情報収

集伝達，ロ ジ ス テ ィ ク ス ，オペ レ ーシ ョ ン とい う 3 機能

に 開 し て 示 した も の で あ る 。 な お本 調 査 は，ヒ ア リン グ

調 査 1 の 結果 ， 明 らか にな っ た実務者の 要望 とマ ニ ュ ア

ル の IDEFO モ デ ル を補完する 手法 と して ，情報処 理 用流

れ図の 有用性を検討す る もの で あっ た。鯛 査 1 と 2 の 協

力者は 若干 名異 な る が，実務 に お け る人 員交 替 を 考慮 に

入 れ れ ば ， そ の 実 効性 に かか わ る もの で は な い と考えら

れ る。
　 は じめ に調査の 趣 旨を述べ た後，情報処理 用流れ図お

よび部門連係 フ ロ
ーチ ャ

ー
ト基礎に っ い て説 明 を行っ た。

本調 査 の 内 容構成は ，  流れ図の 基本記 号 等，  3 っ の

分析結果，  神戸 市 ・ 防災対応マ ニ ュ ア ル lDEFO モ デル

の データベ ース 活 用例 ．につ い て それ ぞれ説 明 を行 っ た 。

本研 究に お け る情報処 理流れ図の 分析結果 は，本稿の 冒

頭 部 分で 紹介 した イ ン シ デ ン ト・コ マ ン ド・シ ス テ ム の

概念に基づ くもの で ある。
　表 3 は，本 ヒ ア リン グ調査か ら確認 され た 1DEFO 手 法
と部門連係 フ ロ ーチ ャ

ートの 長 所
・短 所を ま とめた もの

で あ る。こ こ で は ， 実務者で ある行政側の ニ
ーズ に 応え

て い る点を長 所 と して ，ニ
ーズ が あるが 対応で きて い な

い 点 を短 所 と して，それぞれ分 類 され て い る。 蓑3
『
と図 5

か ら ， IDEFO 手法と情報処理 用流れ 図 （部門連係 フ ロ
ー

チ ャ
ート） とを職位 の 要望 に応 じて 使い 分け る こ とに よ

り，実務者ニ
ーズ に も 対応 す る災害応急対策 の標準化手

法で あ る こ とが示 され た とい え る。また，本 ヒア リン グ

調 査 を通 して ， IDEFO お よび 部門連係 フ ロ ーチ ャ
ートに

よ るモ デ ル 化 が，計 画 文書 の 粗を浮 き彫 りに し， 改 善点

を明 確 化で きる こ とが確認 され た。地 域防 災計 画 の 見直
しツ

ー
ル と して も，活 用 可能 で あ る と結 綸 で き る。

　 本 稿で の 分析 に は，ア メ リカ にお け るイ ン シ デ ン ト・
コ マ ン ド・シ ス テ ム の 概念図 を採用 して き た。特 に，3つ

の 機能分類を取 り上げ ． 個々 の 対応活動に 要求され る時

間的な制約，横断的な協力 開係 に そ れ ぞ れ 的確 に応 え る
こ とが で きて い た。ヒ ア リン グ調 査2を 通 して ， イ ン シデ

ン ト・コ マ ン ド・シ ス テ ム の 概念が，神戸 市職員の 災害

対応 に 関 す る腮識 と共 通す る もの で あり，普遍 的な概念
図で あ る こ とが 確 か め られ た。
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図 4−a 　部門運係 フ ロ
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チ ャ
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ト （情報収集伝邃）

　また本研究で は，全36業務 の 防災対応マ ＝ ユ ア ル につ

い て ，IDEFOモ デル を もとに 電子 化 を行 っ て い る。筴務者

に よれ ば，神 戸 市各局 が 作成す る マ ニ ュ ア ル の うち ， 電

子的 対応 が 求 め られ るマ ニ ュ アル はす べ て 計画 内 に収 め

られ て お り， 本研究 は この ニ
ーズ に応 えた とい える 。

　今 後 の ニ
ーズ と して は，地 域 防 災 計画 の 数値化 が あ る

こ とが 明 らか に な っ た。H ）EFO 手 法 の 各 要 累 に た とえ る

ならば，イ ン プ ッ トとして の 惰報 の数，必要資源で ある

人 員 ・場 所等 の メカ ニ ズ ム の 具体的な数，制約条件 とな

る法律 ・脇定等の 明確化，などで ある。表3か ら分か る よ

うに、現 段 階 の IDE】殉 手法 で は ，必 要資源 の 代替性 が 表

現 され て い ない。こ れ は ， まず行政側 に おい て ， 数 値化

を行 う土 台 と し て の 標準化 ・構 造 化 の 未整 備 が一因 に あ

る。
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6．おわ りに

　本研究は，田 口 ・林 （2002）に よ る研究成果 ：IDEFO

手法 に よ る災害対亦マ ニ ュ ア ル の モ デル 化を受け，現行

の 神 戸市地城防災計画を事例 に ， 1DEFO モ デ ル を用い た

災害対応 マ ニ ュ ア ル の 電子 的管理，神戸 市危機管理 室職

員 に対す る ヒ ア リン グ 調査 ， 情報処 理用流れ図 （部門連

係 フ ロ ーチ ャ
ー

ト）に よる計画 の モ デル 化を行 っ た。こ

れ らを通 して，研究の 3つ の 目的で ある，  災窖対応 マ ニ

ュ ア ル の データベ ース 化，  災害対 応従事者 の 現 場 ニ
ー

ズ の 把握 ，   各部局 にお け る業務の 相互連関の 明確化 ，

に つ い て 検討 して きた。こ れ らの 3つ を通 して，現 行の 神

戸 市地城防災計画 を事例に，災害応急対策の 標準化 の 確

立 を 目指 して きた。
　は じめ に ， 神戸 市 。防災対応マ ニ ュ ア ル 全36業務内容

の IDEFO モ デル につ い て ， データベ ース 化 を行 っ た 。 こ

の 意義とは，表現体系で あるIDEFO モ デル とマ ニ ュ ア ル

の データベ ース を 相互 に対 応付 け た こ とで ある。っ ま り、
データベ ース の 修正 ・更 新 とい う情報が

，
IDEFO モ デル

に視覚的に 反映 され ，また そ の 逆も可 能に な っ た。こ れ

は ， 単に データベ ース とい う共通 の 枠組み を設 けた に と

どま らず ， 計画 の 変更に合わせ て 文書とモ デル 図との 互

換性 を維持 し得 る こ とを意味す る。 今後 にお い て
，
IDEFO

モ デル を地域防災計画の 表現 ツ
ー

ル と して 活用す る 可 能

性 を示 して い る とい える。
　次に，本 研 究で は，災害対応実務者 に対す る ヒ ア リン

グ調査を行っ た．こ の 調査 か ら， 実 務者の 要望 を把 握 し，

よ りニ
ー

ズ に 即 した 手 法の 開発 を 図 っ た 。 こ こ か ら把握

した 5っ の 要望 とは，応急対傭 の 全 体像 の 把握 ， 全体 像に

お ける各業務の 位置付け，各業務お よび担当局 の 相互 関

係 ， 重要な意思決 定場 面 の 判断 ・条件分岐の 明 示 ， 対応

の 時間的な流れ の 表 現，などで あ っ た。こ れ らの ニ
ーズ

は，IDEFO手法の 課 題 で あ る条件分 岐 ， 並列 的 ・動的な

業務プ ロ セ ス の 表現 に重なる もの で もあ る。
　 そ こ で 本研 究で は，IDEFO手 法 の 課題 解決 策 お よび実 務

者ニ
ーズ に 対 し て 応 え る手 法 と して ，情報処理 用流れ 図

に 着 目し J 神 戸 市地域防災既画 総括 に 示 され る 18計両の

分析を行 っ た。こ の 分析に部門連係 フ ロ
ーチ ャ

ートを採

用 した こ とに よ り，対 応活 動 の 全 体 像 に お け る個々 の 業

務 の 位置付け，災害対 応 活動 にお け る各 局 の 相 互閧 係 、
条件 分岐等の 意思決 定 場 面 の 明示，業 務 の 前 後 関係 等 に

っ い て 明 らか にす る こ とが で きた 。 ま た ， 神 戸 市 ・
防災

対応マ g ユ ア ル の IDEFOモ デル が，流れ 図 の 定義済み 処 理

と して 表 現 され ， 2つ の 手 法を相互に 関係付けるこ とが で

きた。
　 本研究に よる発見 とは，IDEFe手法 と部門連係 フ ロ ーチ

ャ
ートとい う2つ の 手法の 組み 合わせ が，互 い を補完 し合

い ，災害応急対応 の 実務を支援 し得 る こ とを 示 したこ と

で あ る 。
こ れ らの 手法の 組み 合 わせ が ，対応 現場 で 業 務

を遂行する職員の 要望 に 応え る こ とか ら，対応全体を統

括す る 立 場 に あ る 行政 職 員 の 意 思決 定を 支援す るまで を

可 能 に したとい える。 また ， 部門連係 フ ロ
ーチ ャ

ートに

よるモ デ ル 化 か ら，業務活 動 の 記述 に 業 務 の 終 了条 件 が

欠如 して い る こ と ， 定 義済み 処 理 で 表 現 され て い な が ら

マ ニ ＝ L ア ル が 定 め られ て い な い 業務活 動 の 存在が ， 明 ら

か に され た。こ れらは，あらた な地域防災計画 の 閥題点

と して 指 摘 す る こ とが で きる だ ろ う。
　 災害 応急 対 策期 に お け る対 応業務は ，防災担当者の 臨

機 応 変 な 判 断 力や 行 動 に頼 る部分が 大きい 。そ うした対

応従事者の 能力
・
行動力 が最大 限 に発揮 され る よ うに ，

あ らか じ め 判断基準 ・条件分岐等の 意思決 定場面 ， 対 応

の 全体像，時間的な経過，業務 の 相互 関係 ・前後関係等

が 可視化された こ とは意義深い。
　本研 究にお い て提 案され る災害応急対策の 標準化 手法

の 習得に は，研究者 と行政側 との 協 力 が 不 可 欠 で あ る 。

行政職員 に対す る教育は，今後 にお い て も継続 させ る こ

とが重要で あ り， 今後にお け る研 究者 の 課題 ともい え る。
最後に，本研究に よ る成果 を活 用 して ， 震災 を体験 した

自治体が もつ 応急対策業務 に関 す る 情 報 共 有，地 城防 災

紆画 見 直 し業務の 効率化が図られ る こ とを期待 したい 。
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